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抄 録 

本研究は、自主的にウォーキングイベントに参加しているウォーカーの生活習慣病及び危険因子の

保有状況を調査し、ウォーキング実施によるウォーカーの生活習慣病症状の保有変化を検討すること

を目的とした。 

対象は、第 30 回日本スリーデーマーチに参加したウォーカー313 名（66.7±7.4 歳）で、ウォーキン

グ暦は 10.8±7.9 年であった。対象者に対して質問紙調査を実施し、生活習慣病及び危険因子の保

有状況を調査した。 

ウォーキング開始前から生活習慣病及び危険因子の症状を１つ以上保有していたウォーカーは

47.9%であり、平成 16 年国民健康・栄養調査と比較すると有意に少なかった（p<0.01）。さらに、ウォー

キング実施による生活習慣病及び危険因子の保有変化を検討した結果、ウォーキングの開始に伴って

保有症状が改善した者を認めるものの、ウォーキングを実施しているにも関わらず生活習慣病及び危

険因子を新たに保有した者が認められ、ウォーキング開始前の保有者率と調査時点における保有者

率に有意な差は認められなかった。 

以上より、ウォーキングイベントに参加しているウォーカーはウォーキング開始前から一般人に比べて

生活習慣病及び危険因子の保有率が少ない集団であり、ウォーキングの継続的実施によって生活習

慣病の症状が改善した者がいる一方で、新たに生活習慣病及び危険因子を保有した者も存在するこ

とが示された。 
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